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後 援 ： 横 浜 市 教 育 委 員 会 
 

【最寄駅】JR「桜木町」駅から徒歩１０分 

市営地下鉄「桜木町」駅から徒歩１０分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

美しい夏キリシマ/パッチギ！/カーテンコール/二人日和/ゆれる/トリノ、２４時からの恋人たち/長い散歩/天空の草

原のナンサ/イノセント・ボイス－１２歳の戦場－/モーターサイクル・ダイアリーズ/恋するトマト/シッコ/歓喜の歌/赤

い風船・白い馬/三本木農業高校、馬術部/ラストゲーム～最後の早慶戦/マリア・カラスの真実/ディア・ドクター/扉

をたたく人/縞模様のパジャマの少年/春との旅/小さな村の小さなダンサー/冬の小鳥/ホームカミング/ミツバチの羽

音と地球の回転/デザートフラワー/ハーモニー心をつなぐ歌/ドーバーばばぁ織姫たちの挑戦/エンディングノート/

旅芸人の記録/トガニ/月世界旅行・メリエスの素晴らしき映画魔術/かぞくのくに/警察日記/名もなく貧しく美しく/よ

みがえりのレシピ/きっと、うまくいく/日本の悲劇/ペコロスの母に会いに行く/息子/ハンナ・アーレント/標的の村/救

いたい/野のなななのか/ぼくたちの家族/NO（ノー）/春よこい/野火/手のひらを太陽に/袴田巖夢の間の世の中/

父を探して/お盆の弟/祖谷物語－おくのひと－/東京ウィンドオーケストラ/ふるさと/どっこい! 人間節  寿・自由労

働者の街/孤獨の人/喜劇大風呂敷/神宮希林わたしの神様/寿ドヤ街生きる/寿ドヤ街生きる２/日曜日の子供た

ち/１９９９年の夏休み/風のある道/アダムズ・アップル/十階のモスキート/約束名張毒ぶどう酒事件死刑囚の生涯/

夢は夜ひらく/我が人生最悪の時/喜劇・いじわる大障害/喜劇女もつらいわ/木靴の樹  
 
 
 

 

【解説】 
謎の凶悪組織が暗躍するミナト横浜を舞台に、好漢石原裕

次郎が男の意地と熱血をたたきつける恋あり、歌あり、アクシ
ョンあり、スリルあり、波乱万丈の物語に豪華キャストをそろえ
た久々の豪華娯楽超大作である。 
キャストは、裕次郎に、イカすコンビの浅丘ルリ子が珍しく

艶やかな人妻役で共演、二谷英明、森川信、金子信雄、芦田
伸介、南寿美子ら強力メンバーがズラリ顔をそろえている。 
スタッフは、企画：児井英生、脚本：小川英、山崎巌、舛田

利雄、監督：舛田利雄のほか、撮影：間宮義雄、照明：藤林
甲、録音：福島信雅、美術：千葉和彦、編集：辻井正則、音楽：
伊部晴美、助監督：樋口頴一、製作担当：戸倉寿、スチール：
井本俊康。 

（C）日活 

【物語】 
夜の横浜港の片隅にそっとひそむ二つの影─凶悪な麻薬

ルートを追う三上（石原裕次郎）、石塚（二谷英明）の両刑事
だ。が、二人の必死の努力にもかかわらず大量のヤクをかくし
たカバンは消え失せ、運び人は轢死した。のこる容疑者はた
だ一人現場で犯人に接した屋台の親爺平岡（森川信）だけだ
った。警察にひかれた平岡は、三上らの俊烈な取調べにも固
く口を閉ざしたままだった。ルートに関係があるらしいのだ
が、後難を恐れているのだ。しかし数時間後、思わぬわざわ
いが起こった。護送車に乗ろうとした平岡がいきなり石塚に体
当りを食らわし、拳銃を奪いとって乱射した。石塚が逃げる平
岡の腰にとびかかったとき、駈けつけた三上の拳銃が火を吐
いていた。脚を射とうとした三上の銃口は、石塚のために思わ
ず胸を狙ってしまったのだ。一瞬の出来ごとのうちに弾丸は
心臓を射ぬいていた。三上はオリンピック級の射撃の名人で
もあった。過失とはいえ、世論は二人を攻撃し、査問委員会で
とくに三上は鋭く詰問された。平岡には一人娘の玲子（浅丘ル
リ子）がいた。三上と石塚は、東京を去る日、焼香に出かけた
が、玲子は顔をこわばらせたまま、だまって遠ざかってゆくの
だった。三年の月日が流れて─。雪深い北海道の山奥にある
ダム工事場で、三上は黙々と働いていた。自責の念にかられ
た彼はあれから刑事をやめたのだ。ある日、三上は神奈川県
警の警部補土屋（金子信雄）の訪問を受けた。土屋は、三上
が姿を消してからというもの、全国を股にかけて彼を探してい
たという・・・“あれから石塚は玲子と結婚して、横浜で実業家
になり出世した。だが、その出世のかげには多くの謎があり、
どうやら三年前のあの事件にも関係があるらしい”という土屋
の話に、三上の表情は変わった。土屋はどこでも三上を追っ
てきた。土屋は何とかして横浜に戻そうとしているのだ。北海
の漁港で三上は自分自身でその謎を解こうと決心した。数日
後、横浜の夜の盛り場を「赤いハンカチ」を歌いながら流して
歩く三上の姿があった。しかし、たちまち土地の愚連隊にから
まれ、傷を負ってしまった。石塚とともに山の手の豪壮な邸宅
に住む玲子は、すでに三上が帰ってきたことを知っていた。
彼女は、父が逮捕されたとき、連絡にやってきた三上の男らし
い暖かさが何故か忘れられなかった。土屋の知らせで、玲子
は貧しい病院の一室に彼を見舞った。夕日の波止場で、二人
はあるおそろしい想定に話もとぎれがちだった・・・ 

【 横 浜 キ ネ マ 倶 楽 部 】 
住   所：〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2 かながわ県民活動サポートセンターNo.269 横浜キネマ倶楽部 

<問合せ> TEL 080-2554-8023（10～18時） Eメール：yokohama_kinemaclub@yahoo.co.jp HPアドレス https://ykc.jimdofree.com/ 

 


